
オープンスペース機能向上サイン等改修委託業務 

 企画提案公募 実施要領 

  

本要領は、愛媛県美術館（以下「美術館」という。）のオープンスペースを中心

としたサイン計画を含めた空間デザインの見直しを委託実施するにあたり、企画提

案を広く募集し、総合的な審査により受託者を選定するために必要な事項を定める

ものである。      

  

１ 委託業務の概要  

（１）委託業務の名称  

オープンスペース機能向上サイン等改修委託業務 

（２）委託期間  

契約締結日から令和９年３月 24日（水）まで  

（３）委託料上限額  

39,985,000円（消費税及び地方消費税を含む。） 

（４）委託業務の内容  

令和５年９月１日に国の認定を受けた「愛媛県美術館を中核とする文化観光

推進拠点計画」に基づき、時代や周辺環境の変化に伴う来館者・空間利用の多

様化を受け、国内外の観光旅客の多様な需要に応えられる美術館となるよう、

館内外のサイン計画を含む空間デザインについて、サインの改修や新規製作を

中心に機能や運用を見直す。（詳細は、別添「オープンスペース機能向上サイン

等改修委託業務仕様書」のとおり。）  

  

２ 企画提案公募の参加資格  

次に掲げる要件を全て満たす者に企画提案公募への参加を認める。  

（１）令和８～10年度愛媛県競争入札参加資格者名簿に登録されていること（も

しくは、契約締結時までに登録が予定されていること）。  

  

登録申請手続きを行っていない事業者は、早急に手続きを行ってください。（申請書の提

出後、審査の時間が必要となります。また、申請書類の準備のほか、申請に不備がある場

合には書類の追加提出等で時間を要することとなりますので、直ちに手続きを始められる

ことをお勧めします。  
  県ホームページでも申請方法をご案内しています。  
   

○【製造の請負・物品・役務】令和 8～10年度競争入札参加資格審査申請について  

⇒https://www.pref.ehime.jp/site/nyusatsu/125150.html 

  

 

（２）地方自治法施行令第 167条の 4（一般競争入札の参加者の資格）の規定に該

当しないこと。  



（３）企画提案書の受付期間内において、愛媛県から競争入札への指名停止を受け

ていないこと。 

（４）会社更生法（平成 14年法律第 154号）に基づく更生手続開始の申立て、民

事再生法（平成 11年法律第 225号）に基づく民事再生手続開始の申立て及び

破産法（平成 16年法律第 75号）に基づく破産手続開始の申立てがなされてい

ないこと。  

（５）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77号）

第 2条第 2号に規定する暴力団及び同条第 6号に規定する暴力団員でないこ

と。 

 

３ 実施要領の配布  

（１）配布方法  

実施要領は、愛媛県ホームページの「入札情報」及び美術館ホームページに

掲載するほか、下記 12において配布する。  

（２）配布期間 

令和８年６月 16日（火）まで 

なお、手渡しは休館日（6/2, 6/8，6/15）を除く午前 9時 40分から午後６

時まで  

  

４ 参加申込み  

（１）提出書類  

①「企画提案公募参加表明書」【様式１】  

②「事業者概要及び業務実施に関する実績表」【様式２】  

  

（２）提出先及び提出期限等 

ア 提出先 

下記 12の場所 

イ 提出期限 

令和８年６月 16日（火）午後６時 

なお、持参する場合は、休館日を除く午前９時 40分から午後６時までと

する。 

ウ 提出方法 

持参又は郵送（期限必着）  

（３）企画提案参加の可否の通知 

  令和８年６月 19日（金）までに参加申込書に記載された連絡先に電子メ

ールで通知する。  

（４）参加辞退 

参加申込書提出後に参加辞退する場合は、辞退届（任意様式）を提出する

こと。  



  

５ 企画提案公募等に関する質問  

（１）受付期間  令和８年５月 29日（金）～６月９日（火） 

（２）提出方法  

電子メールにて提出すること。その際には「企画提案公募等に関する質問

票」【様式３】を使用すること。  

（３）送信先アドレス  

 下記 12記載のとおり    

（４）回答方法   

電子メールで回答する。なお、上記４で参加申し込みのあった他の者にすべ

て同じ内容の回答を送付する。  

（５）回答予定日  

令和８年６月 12日（金）  

（６）その他  

上記（１）の受付期間以外の質問は、原則回答しない。  

  

６ 企画提案書  

（１）企画提案書及び関係資料の提出 

ア.単独で参加しようとする者  

別紙「オープンスペース機能向上サイン等改修委託業務仕様書」により、企

画提案書、見積書を作成すること。  

なお、企画提案書の表紙には、宛名「愛媛県美術館長」、タイトル「オープ

ンスペース機能向上サイン等改修委託業務」、提出年月日及び事業者名（正本

のみ押印）を記載すること。  

企画提案書の様式は定めないが、業務実施に当たり配慮する点や方向性を含

め、デザインコンセプトを明確にした上で以下の内容を盛り込むこと。さら

に、国・地方公共団体又は実行委員会等との間で、当業務と類似する契約（文

化施設の設計施工、サイン計画）を履行した実績や、公益財団法人日本サイン

デザイン協会（SDA）銀賞以上もしくはこれに相当する実績がある場合は、

内容に加えること。 

    ・オープンスペース活用プラン（仕様ラフプランを含め、各スペースの具体

的なイメージができる内容とすること） 

  ・サイン計画方針：対象範囲・配置図（仕様書 別添２）内に示すプロポーザ

ル対象範囲 

・次に示すサインのデザイン例（別紙１） 

① 注意喚起サイン（対象範囲・配置図およびリスト（仕様書 別添２・

３）：１－２に相当するもの） 



② 案内マップ（対象範囲・配置図およびリスト（仕様書 別添２・３）：２

－１に相当するもの） 

   ・業務工程表 

    ・本事業を遂行する業務体制  

 

イ. 共同企業体で参加しようとする者 

   アで示す書類一式に加え 

・委任事項【様式４】・・・・・・・・１部  

・委託業務共同企業体協定書の写し（例：協定書〈例示〉）・・・１部 

 

（２）提出部数  

企画提案書及び関係資料 ５部（うち正本１部）および電子データ（PDF 形

式・メールでの送付）、見積書 １部  

（３）提出期限  

令和８年７月６日（月）午後６時まで（必着）  

（４）提出先  

下記 12の場所およびメールアドレス 

（５）注意事項  

・見積書の宛先は「愛媛県美術館長」と記載すること。  

・提案を取り下げる場合は、取下げ願い書【様式５】に記名押印の上、上記 

（４）に提出すること。  

・提案書提出期限後から契約締結までの間に参加資格要件を満たさなくなっ

た場合にも、同様に取下げ願い書【様式５】を担当窓口に提出すること。 

・提出された書類は、再提出の場合を除き、返却しない。  

・提案書の再提出は、上記（３）の提出期限内に限り認める。ただし、提案

書の部分的な差し替えは認めない。  

・郵送で提出する場合は、受付期間内に必着するものとし、発送後であって

も未着の場合は、期間内の提出がなかったものとみなす。  

  

７ 審査 

・審査は企画提案書をもとに、選定委員会を設置し、書面審査を行い、最も優れ

た提案として評価した上位１者を業務受託候補者として選定する。 

・提案者が１者のみの場合であっても企画提案等の審査を行い、審査の結果にお

いて評価得点が総評価得点の６割以上であるときは、当該提案者を業務受託候

補者とする。 

 

８ 審査結果 

選定委員会における審査を経て、文書で企画提案公募参加事業者に通知する。  

   なお、通知日は令和８年７月中旬（予定）とする。  



９ 契約  

（１）契約の締結  

審査の結果、最も優れた提案として評価した業務受託候補者と、提出された

企画提案書をもとに協議を行い、協議が整った場合に、業務委託契約を締結す

る。この協議の際、提出された企画提案書の内容等について一部変更する場合

がある。  

また、業務受託候補者と協議が整わない場合には、次点の提案として評価し

た者と協議の上、契約を締結する場合がある。  

（２）契約条項等  

  愛媛県会計規則（昭和 45年愛媛県規則第 18号）の規定に準じることとする。 

（３）契約保証金 

契約保証金として、愛媛県会計規則第 152 条の規定により契約金額に 10分 

の１以上を乗じた額を納付する必要がある。ただし、同規則第 154 条の規定 

に該当する場合、契約保証金は免除する。 

 

10 公正なプロポーザルの確保  

（１）プロポーザル参加者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律

（昭和 22 年法律第 54 号）等に抵触する行為を行ってはならない。  

（２）プロポーザル参加者は、競争を制限する目的で他のプロポーザル参加者と参

加意思及び提案内容について、いかなる相談も行ってはならず、独自に提案書

等を作成しなければならない。  

（３）プロポーザル参加者は、業務予定者の選定前に、他のプロポーザル参加者に

対して提案書等を意図的に開示してはならない。  

（４）プロポーザル参加者が連合し、又は不穏な行動等をなす場合において、プロ

ポーザルを公正に執行することができないと認められるときは、当該プロポー

ザル参加者をプロポーザルに参加させず、又はプロポーザルの執行を延期し、

若しくは取りやめることがある。 

 

11 その他  

（１）資料作成及びこれに係る付帯作業の経費等は提案者の負担とする。 

（２）審査の採点結果及び選定理由は公表しない。また、審査結果に関する質問は

一切受け付けない。 

  

12 問合せ先・提出先  

  愛媛県美術館学芸課 杉山・田代・石﨑 

  住所：〒790-0007 愛媛県松山市堀之内 

電話：089-932-0010 

F A X：089-932-0511  

  メール：bijyutukan@pref.ehime.lg.jp  


